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)(xfy  のグラフの概形は、 

右図のようになる。 
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以上まとめて 
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グラフより、 )(aM は、
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a のとき、最小値
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をとる。すなわち、
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より小さくなることはない。(証明終) 

 

 

※結局、最小値を求めることになり、1977 年東大理□1 文□1 共通とほぼ同一問題。 
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